







川崎医療福祉大学 医療技術学部 感覚矯正学科 鴬季 周平
２．よりよい福祉社会を実現するための年齢概念の再検討について
川崎医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉学科 近藤 功行
３．アメリカ合衆国における要医療的ケア児の学校保健サービス
兵庫教育大学大学院 連合学校教育学研究科 ○吉利 宗久
川崎医療福祉大学 医療福祉学部 保健看護学科 津島ひる江
４．Ｊ工ＣＡ短期専門家 タイ派遣報告
一 タイ労働安全衛生センター機能強化プロジェクト































































医療福祉学部 臨床心理学科教授 大羽 素
アメリカ屯・理学の隆盛をめぐって「学問・教育が栄
えるためには，制度を整えねばならない． 社会への
道筋もはっきりしていなければならない．」ことを
教えられた．それが視聴覚・放送教育，教育工学，
心理学，社会心理学， 臨床心理学と，新しい講座や
学科の道を創り， それを踏み固めていく者としての
私の仕事につながっていたと思う．
６６歳のゲーテは「送首黄において， 和ま愛し，悩
み，また学ぶ．」と言っているのですが……と大学の
後輩が書き送ってきた．６６歳になる彼はマルチン・
ブーバーの 「我と汝」， また最近はハンス・カロッサ
全集を出している．私も，一層の努力を心掛けたい．
医療福祉学科 田口 豊郁
図ることを目的としている． 一連のプロジェクトの
中で，「生物学的モニタリング」の労働衛生管理への
応用を担当した．「生物学的モニタリング」の概念
及び手法についての技術移転を実践した．
